
小学校は給食費を無償化し、中学校は給食費の公費負担を増額し、
子育て世帯の負担軽減を図ります

小学校は、国の方針により、令和８年（２０２６年）４月から小学校の学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる無
償化）を実施することから、東海市も保護者負担の軽減を図るため、国・県からの交付金と併せて公費負担を行い、給
食費を無償化とするもの。
また、小中学校の給食は、令和７年度（２０２５年度）から給食費を見直しして小学校３１０円、中学校３６０円で

作っていたが、物価高騰により、必要なカロリーや栄養の確保が難しいため、賄材料費を増額するとともに保護者負担
の軽減を図るため、公費負担を増額するもの。

令和８年（２０２６年）２月２０日

東 海 市 記 者 会 見 資 料

学 校 教 育 課

【給食費負担軽減交付金（仮称）】

〇 対 象 者 市内小学校に在籍する児童 ６，２９３人
〇 時 期 令和８年（２０２６年）４月から
○ 内訳について

・支援の基準額等 月額５，２００円×１１ヶ月×児童数
・国、県の負担割合 国（１／２）、県（１／２）

【予算措置】
＜歳入＞
・給食用賄材料費保護者等負担金 ２３９，６４５千円
・給食費負担軽減交付金 国 １７９，９７９千円

県 １７９，９７９千円
＜歳出＞
・学校給食調理事業（アジア給食除く） ６８４，８４６千円 （うち公費負担額８５，２４３千円）

【物価高騰による対応】
〇 負担内容 １食当たりの賄材料費について、小中学校とも１食当たり２０円を増額する。

中学校については、公費負担を２０円増額し、保護者の負担額は増額しない。 ［］は公費負担

公費負担総額令和８年度(2026年度)令和７年度(2025年度)保護者負担額給食費

２８，３８３千円
３３０円
［交付金との差額］

３１０円［６０円］０円３１０円小学校

５６，８６０千円３８０円［９０円］３６０円［７０円］２９０円３６０円中学校
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問合せ 担当：教育委員会学校教育課学校給食センター 担当：角田（かくた） 052-604-2575


